
 

 新年度がスタートして、あっという間に１か月が経ちました。子どもたちは新しい環境にだいぶ慣れて

きましたが、連休明けは疲れが出てきやすい時期です。夜はしっかり睡眠をとるようにして、体調の変化

を注意深く見ていきましょう。 

ほけんだより ５月号 

令和３年５月１日 

すくすくどろんこの会 

やまざき杜の保育園 

統括看護師：山口 友恵 

  看護師：中山有紗 

春先から梅雨の時期は、暑

いくらいの日も、肌寒く感じる

日もあり、朝と日中の気温差

が大きい日がしばしばありま

す。寒いと心配になります

が、子どもは体を動かすとす

ぐに暑がるもの。園には、重

ね着ができ、こまめに調節で

きるものを用意してください。 

新入園児はもちろん、進級

したお子さんも、新しい環

境でがんばっています。 

新年度は子どもも、体や心

の疲れがたまりやすい時期

です。 

心の不調が体に出ることも

あるので、元気のないとき

は無理をさせないよう注意

してください。しっかり受け

止めてもらったという安心

感が、心を安定させます。

気になる様子があれば、担

任にお伝えください。 

□ 爪は短く 角はやすりで削って 

子どもの爪は薄く、ちょっとひっかい

ただけでも皮膚に傷がついてしまいま

す。手足の爪を１週間に一度チェック

して、整えてあげましょう。 

□ ズボンの裾はくるぶしまで 

小さな子どもは、頭が重く、体のバラン

スが悪いため転倒が多いです。特に、  

０～２歳児はまだ脚力が弱いです。 

ズボンがまとわりついたり、裾を踏んだ

りすると危険なので、太過ぎず、丈の合

ったズボンをはかせましょう。 

子どものけがを防ぎましょう 

□ サイズの合った靴を 

足の大きさより５mm程度の 

余裕がある靴を履かせましょう。 

 熱中症が出始める時期です 

暖かく過ごしやすい時期になりましたね。 

この時期はまだ身体が暑さに慣れていませ

ん。 

それこそ危険信号で熱中症に注意が必要で

す。ご自宅でもこまめな水分補給を行い、予防

していきましょう！！ 

             


